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第 2 章 アミノ酸組成および末端アミノ酸





C2J SH 基は， ß- アミラーゼ 50 ， 000g あたり 5 個見いだされた。すべて反応性に之しく， SH 
試薬 5， 5にdithiobis-(2-nitrobenzoic acid) とはまったく反応しない，また， disulfìde 結合は存
在しない。
C3J N末端アミノ酸は，アラニンで， ßーアミラーゼ 50 ， 000g あたり 1 分子存在する。 c末端
アミノ酸としては，グリシン (0.7--1 分子)とプロリン (0.3--0.4分子)が見いだされた。
第 3 章 リポプラピンおよびアデニン存在下の光化学酸化による“ active" トリ
プトファンの証明
C1J リボフラピン存在下の 8ーアミラーゼの光化学失活に及ぼすアデニン，グアニンの影響
(a) ß- アミラーゼにリポプラピンの存在下で可視光線を照射すると， 酵素はゆるやかに失活
するが，その失活は，アデニンを加えおく乙とによって著しく速められた。
上原らは，酵母アノレコーノレ脱水素酵素の光化学失活がアデニンよりもグアニンによってより強
く促進されると報告しているが， 興味深いことに， ß- アミラーゼの場合， グアニンにはほとん
ど作用が認められなかった。
(b) このほかのプリンまたはピリミジン誘導体にも乙のような作用はなかった。
(c) また， FAD, FMN, )レミフラピン存在下の光化学失活に対してアデニンは促進作用を示す
が，そのほかの光増感色素による光化学失活に対しては，効果はなかった。
C2J アミラーゼ，変性アミラーゼ，遊離アミノ酸の光化学酸化物のアミノ酸分析










(e) native な ß- アミラーゼ中の“ active" なトリプトファン残基は特に異常で， リポプラピ
ンとアデニン存在下の光化学分解の速度が， ゆるやかに変性した ß- アミラーゼ中の“ active"
なトリプトファン残基の酸化速度よりも大きい，ほかのアミノ酸残基の分解速度は，すべて変性
アミラーゼ中のものの方が大きい。
C3J “ active" トリプトファンおよびチロシン残基と活性との関連性
リボフラピンとアデニンの共存下で 8ーアミラ{ゼの光化学反応を行なった場合のアミラーゼ
活性の低下と“ active" トリプトファン残基の減少量との関係をグラフに措くと直線になった。
一方， 活性の低下と“ active" チロシン残基の減少量との関係は曲線になった。 乙れから， チ
-144-
ロシンについては， この段階ではっきりした乙とはいえないが，“ active" なトリプトファン残
基は，酵素活性発現のために重要な役割を果たしていると考えられる。
第 4 章 タンパク質中のチロシンの比色定量法
C1J 新しい定量法は，次のようなものである。試料水溶液 1 m1 に 0.3N 水酸化ナトリウム液
と 0.025N 硝酸の等容混合液 2m1 および 0.15% 1-nitroso-2-naptho1 溶液 (nitrosona ph thol 
を O.lN水酸化ナトリウム液に溶解したもの) 1 ml を加え，沸とう浴中10分間放置する。次いで
50 0C の水浴に移し，温度が平衡に達したならば，濃硫酸 4ml を加えて発色させる。冷却後 520
mμ の吸光度を測定する。
















これを用いてそのアミノ酸組成を明らかにし，またN末端アミノ酸がアラニンである ζ と， C末
端アミノ酸がグリシンまたはプロリンであることを明らかにした。次lこ 3ーアミラーゼにリポプ
ラピンを加えて可視光線を照射すれば ß- アミラーゼは光化学的に酸化され， それに伴って失活
するが，徴量のアデニンはこの光化学失活を著しく促進することを認めた。この現象を詳しく研
究し 8ーアミラーゼの活性発現にいかなるアミノ酸が関係しているかを検べ， トリプトファンが
重要な役割を演じているのではないかと推察した。
なお，本研究を行なっている際蛋白質中に含まれているチロシンの定量法として 1ーニトロソー
2-ナフトーJレを用いる従来の方法を改良し操作も簡便であり，精度もよくまた生成した色素も安
定であるという改良法を考案した。
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